
（参考）電磁波レーダ法による測定記録例 

 

電磁波レーダ法 

コンクリート表面において送信アンテナから電磁波パルスを放射し、鉄筋からの反射波を受

信アンテナで捉えて、鉄筋の施工位置とかぶりの厚さを測定することができる手法。 
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図 鉄筋のかぶりと施工の測定記録例 
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